
 

2-5 農地周辺におけるエコロジカル・ネットワーク形成に関する検討 
 
豊岡・佐渡の事例分析による農地周辺での採餌環境向上対策の検討を行うとともに、広

域環境モデル地域の農地周辺におけるコウノトリ・トキの餌生物供給ポテンシャルについ

て質的・量的な評価を行い、数値化した。 
 
 (1) 豊岡・佐渡事例分析による農地周辺での採餌環境向上対策の検討 

豊岡・佐渡の農地周辺における採餌環境整備内容について、収集した情報を表 2-5-1
にまとめた。また、両地域における取り組み事業地を図 2-5-1 に整理した。 
その上で、表 1 にとりまとめた情報から、南関東地域における同様な施策の導入の可

能性について、2-4.で整理した農地・水・環境保全向上対策の活用方法の検討、および

それらが実践された場合における餌場環境としての向上価値について、北陸農政局農村

計画部資源課が調査・作成した成果を基にとりまとめた。 
 

2-5-1 
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Ⅰ
期

：　
野

生
個

体
群

保
護

活
動

期
Ⅱ

期
：　

捕
獲

個
体

増
殖

試
行

期
Ⅲ

期
：　

海
外

個
体

導
入

増
殖

期
Ⅳ

期
：　

野
生

復
帰

条
件

整
備

期
Ⅴ

期
：　

野
外

放
鳥

個
体

群
形

成
期

5
2
年

　
（
昭

和
2
7
年

）
ト

キ
が

「
特

別
天

然
記

念
物

」
と

し
て

、
格

上
げ

指
定

コ
ウ

ノ
ト

リ
が

「
天

然
記

念
物

」
と

し
て

、
種

指
定

さ
れ

る
5
3
年

　
（
昭

和
2
8
年

）
「
佐

渡
朱

鷺
愛

護
会

」
が

発
足

豊
岡

で
「
こ

う
の

鳥
保

護
協

賛
会

」
が

発
足

5
5
年

　
（
昭

和
3
0
年

）
佐

渡
の

ト
キ

生
息

地
 4

,3
7
6
h
aに

禁
猟

区
を

設
定

コ
ウ

ノ
ト

リ
が

「
特

別
天

然
記

念
物

」
と

し
て

、
格

上
げ

指
定

5
6
年

　
（
昭

和
3
1
年

）

「
但

馬
コ

ウ
ノ

ト
リ

保
存

会
」
が

改
称

発
足

5
7
年

　
（
昭

和
3
3
年

）

豊
岡

で
巣

塔
、

餌
場

設
置

に
よ

る
保

護
活

動
が

開
始

5
9
年

　
（
昭

和
3
4
年

）
生

息
地

で
冬

季
間

、
人

工
給

餌
を

開
始

野
生

最
後

の
雛

が
孵

る
「
佐

渡
朱

鷺
愛

護
会

」
を

解
消

し
「
佐

渡
ト

キ
保

護
会

」
を

設
立

第
1
2
回

国
際

鳥
類

保
護

会
議

で
「
国

際
保

護
鳥

」
に

指
定

小
中

学
校

が
餌

と
な

る
「
ド

ジ
ョ

ウ
い

っ
ぴ

き
運

動
」
を

展
開

6
2
年

　
（
昭

和
3
7
年

）
禁

猟
区

を
追

加
・
拡

大
す

る

6
3
年

　
（
昭

和
3
8
年

）
新

潟
県

が
冬

季
の

人
工

給
餌

場
を

設
置

6
5
年

　
（
昭

和
4
0
年

）
新

潟
県

「
県

の
鳥

」
に

指
定

1
ペ

ア
を

再
捕

獲
し

、
飼

育
下

で
産

卵
す

る
が

孵
ら

ず
。

オ
ス

死
亡

6
6
年

　
（
昭

和
4
1
年

）

6
7
年

　
（
昭

和
4
2
年

）

ペ
ア

と
し

て
は

野
生

最
後

の
ペ

ア
を

人
工

繁
殖

の
た

め
捕

獲
6
9
年

　
（
昭

和
4
4
年

）

本
州

最
後

の
1
羽

（
能

登
産

）
を

捕
獲

し
、

「
ト

キ
保

護
セ

ン
タ

ー
」
で

飼
育

国
内

最
後

の
野

生
個

体
が

保
護

さ
れ

た
後

、
死

亡
。

　
野

生
絶

滅
7
1
年

　
（
昭

和
4
6
年

）
「
両

津
市

ト
キ

を
愛

護
す

る
会

」
が

発
足

台
湾

産
コ

ウ
ノ

ト
リ

1
羽

購
入

　
福

井
県

武
生

市
か

ら
1
羽

移
送

鹿
児

島
県

か
ら

1
羽

移
送

7
2
年

　
（
昭

和
4
7
年

）

王
子

動
物

園
か

ら
中

国
産

コ
ウ

ノ
ト

リ
1
羽

を
再

借
用

7
4
年

　
（
昭

和
4
9
年

）
「
ト

キ
保

護
セ

ン
タ

ー
」
で

人
工

繁
殖

を
推

進
す

る
方

針
を

決
定

7
6
年

　
（
昭

和
5
1
年

）
「
ト

キ
保

護
対

策
委

員
」
が

発
足

7
8
年

　
（
昭

和
5
3
年

）
人

工
孵

化
を

試
み

る
が

、
無

精
卵

に
よ

り
失

敗

7
9
年

　
（
昭

和
5
4
年

）
佐

渡
に

残
存

す
る

5
羽

全
て

を
捕

獲
す

る
「
全

鳥
捕

獲
」
の

方
針

決
定

各
施

設
で

保
護

増
殖

活
動

が
行

き
詰

ま
る

8
1
年

　
（
昭

和
5
6
年

）

沖
縄

捕
獲

個
体

1
羽

を
多

摩
動

物
園

か
ら

移
送

8
3
年

　
（
昭

和
5
8
年

）
日

本
産

の
飼

育
残

存
個

体
3
羽

と
な

る
。

人
工

孵
化

の
試

み
も

失
敗

ソ
連

産
6
羽

を
「
コ

ウ
ノ

ト
リ

飼
育

場
」
に

導
入

し
、

人
工

繁
殖

に
本

格
着

手
8
5
年

　
（
昭

和
6
0
年

）
中

国
産

ト
キ

1
羽

を
借

入
し

ペ
ア

リ
ン

グ
を

試
み

る

8
6
年

　
（
昭

和
6
1
年

）
日

本
産

の
飼

育
残

存
個

体
2
羽

と
な

る

ソ
連

産
コ

ウ
ノ

ト
リ

が
始

め
て

孵
化

に
成

功
し

、
2
羽

巣
立

ち
8
9
年

　
（
平

成
元

年
）

中
国

産
ト

キ
と

の
ペ

ア
リ

ン
グ

が
失

敗
に

終
わ

り
、

借
入

個
体

を
返

却

以
降

、
毎

年
雛

が
巣

立
ち

保
護

増
殖

が
軌

道
に

乗
る

日
本

産
オ

ス
を

北
京

動
物

園
に

貸
出

し
ペ

ア
リ

ン
グ

を
試

み
る

飼
育

鳥
の

方
向

を
決

め
る

「
コ

ウ
ノ

ト
リ

将
来

構
想

調
査

委
員

会
」
が

発
足

9
2
年

　
（
平

成
 4

年
）

中
国

で
の

ペ
ア

リ
ン

グ
が

失
敗

に
終

わ
り

日
本

産
オ

ス
帰

国

9
3
年

　
（
平

成
 5

年
）

ト
キ

が
「
国

内
希

少
野

生
動

植
物

種
（
種

の
保

存
法

）
」
に

指
定

さ
れ

る

将
来

構
想

調
査

委
員

会
が

野
生

復
帰

に
向

け
た

基
本

構
想

を
策

定
9
4
年

　
（
平

成
 6

年
）

中
国

産
2
羽

を
借

入
、

翌
年

返
却

（
1
羽

死
亡

）

9
5
年

　
（
平

成
 7

年
）

日
本

産
最

後
で

あ
っ

た
飼

育
個

体
の

オ
ス

死
亡

　
国

産
ト

キ
絶

滅

野
生

復
帰

に
向

け
た

拠
点

施
設

「
県

立
コ

ウ
ノ

ト
リ

の
郷

公
園

」
が

開
園

9
9
年

　
（
平

成
 1

1
年

）
中

国
産

2
羽

を
「
ト

キ
保

護
セ

ン
タ

ー
」
に

導
入

し
、

人
工

繁
殖

に
着

手

導
入

ペ
ア

に
雛

1
羽

が
孵

る

普
及

啓
発

や
交

流
機

能
を

持
つ

「
市

立
コ

ウ
ノ

ト
リ

文
化

館
」
が

開
館

導
入

ペ
ア

に
雛

2
羽

が
孵

る

「
共

生
と

循
環

の
地

域
社

会
づ

く
り

モ
デ

ル
事

業
」
に

着
手

（
環

境
省

）

0
1
年

　
（
平

成
 1

3
年

）
人

工
繁

殖
が

本
格

化
し

、
飼

育
個

体
数

1
8
羽

に
な

る

豊
岡

の
飼

育
コ

ウ
ノ

ト
リ

が
1
0
0
羽

を
越

え
る

0
2
年

　
（
平

成
 1

4
年

）
飼

育
個

体
数

が
2
5
羽

と
な

り
、

保
護

増
殖

が
軌

道
に

乗
る

0
3
年

　
（
平

成
 1

5
年

）
2
0
1
5
年

頃
に

6
0
羽

の
ト

キ
を

定
着

さ
せ

る
「
環

境
再

生
ビ

ジ
ョ

ン
」
を

策
定

日
本

産
最

後
の

飼
育

個
体

1
羽

が
死

亡
。

ト
キ

交
流

会
館

開
館

野
生

復
帰

を
支

援
す

る
「
コ

ウ
ノ

ト
リ

フ
ァ

ン
ク

ラ
ブ

」
が

設
立

0
4
年

　
（
平

成
 1

6
年

）
環

境
・
農

林
・
国

交
の

3
省

が
「
ト

キ
保

護
増

殖
事

業
計

画
」
を

策
定

ト
キ

の
森

公
園

開
園

野
生

復
帰

の
た

め
に

5
羽

の
試

験
放

鳥
（
ハ

ー
ド

リ
リ

ー
ス

）
を

開
始

0
5
年

　
（
平

成
 1

7
年

）
新

潟
県

と
佐

渡
市

が
「
ト

キ
野

生
復

帰
計

画
」
を

策
定

「
豊

岡
市

環
境

経
済

戦
略

」
を

策
定

前
年

に
引

き
続

き
9
羽

を
新

規
に

第
2
回

試
験

放
鳥

0
6
年

　
（
平

成
 1

8
年

）
飼

育
ト

キ
が

9
7
羽

と
な

り
、

野
生

復
帰

へ
の

取
り

組
み

が
本

格
化

豊
岡

市
コ

ウ
ノ

ト
リ

共
生

部
設

置
（
農

業
部

門
と

コ
ウ

ノ
ト

リ
部

門
を

統
合

）

放
鳥

コ
ウ

ノ
ト

リ
が

野
外

繁
殖

に
成

功
し

、
国

内
4
3
年

ぶ
り

の
ヒ

ナ
誕

生
0
7
年

　
（
平

成
 1

9
年

）
環

境
省

が
野

生
馴

化
施

設
「
野

外
復

帰
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
」
を

建
設

豊
岡

市
内

で
5
ペ

ア
が

野
外

繁
殖

に
成

功
し

、
計

8
羽

が
巣

立
ち

0
8
年

　
（
平

成
 2

0
年

）
野

生
復

帰
の

た
め

1
0
羽

の
試

験
放

鳥
（
ハ

ー
ド

リ
リ

ー
ス

）
を

開
始

0
9
年

　
（
平

成
 2

1
年

）
第

２
回

試
験

放
鳥

（
2
0
羽

を
ソ

フ
ト

リ
リ

ー
ス

）
を

実
施

本
格

放
鳥

、
自

然
繁

殖
（
野

生
化

）
を

目
指

す
。

2
0
1
1
年

ま
で

放
鳥

を
継

続
し

、
2
7
年

度
に

6
0
羽

の
野

生
定

着
を

目
指

す
。

■
 わ

が
国

に
お

け
る

コ
ウ

ノ
ト

リ
・
ト

キ
の

野
生

復
帰

プ
ロ

セ
ス

の
現

状

　
●

第
1段

階
　

：　
人

工
飼

育
下

に
お

け
る

保
護

増
殖

と
野

外
放

鳥
馴

化
技

術
の

確
立

　
●

第
2段

階
　

：　
最

後
に

残
っ

た
生

息
地

周
辺

地
域

に
お

け
る

環
境

の
再

生
・
整

備
と

放
鳥

に
伴

う
野

生
復

帰
個

体
群

の
定

着
　

　
　

　
　

　
　

  
  

  
  
 　

c
f.
 コ

ウ
ノ

ト
リ

 豊
岡

 2
0
0
5
年

～
／

ト
キ

 佐
渡

 2
0
0
8
年

～
　

●
第

3段
階

　
：　

か
つ

て
の

生
息

地
で

あ
っ

た
国

内
他

地
域

で
の

環
境

の
再

生
・整

備
と

増
殖

個
体

の
野

外
放

鳥
に

よ
る

分
布

の
回

復

兵
庫

県
に

よ
る

「
コ

ウ
ノ

ト
リ

野
生

復
帰

推
進

協
議

会
」
が

、
「
コ

ウ
ノ

ト
リ

野
生

復
帰

推
進

計
画

」
を

策
定

。
県

と
市

が
「
コ

ウ
ノ

ト
リ

翔
る

地
域

ま
る

ご
と

博
物

館
構

想
・
計

画
」
を

策
定

※
現

時
点

で
は
、

飼
育

下
に

お
け
る

増
殖

と
放

鳥
に
向

け
た

馴
化

に
関
す

る
技

術
的

課
題

は
ほ
ぼ

確
立

さ
れ

て
、
完

全
に

第
2
段
階

へ
移

行
し
、

さ
ら

に
「

第
3
次
生

物
多

様
性

国
家

戦
略
」

（
2
00
7年

11
月
）

で
も

方
向

が
示
さ

れ
て

い
る

、
国
内

他
地

域
で

の
生

息
地
分

散
で

あ
る

第
3段

階
が

視
野

に
入

り
始

め
た
状

況
。

「
新

潟
県

ト
キ

保
護

セ
ン

タ
ー

」
を

設
置

し
、

捕
獲

し
た

巣
立

ち
雛

の
飼

育
を

開
始

5
羽

を
全

て
捕

獲
し

「
ト

キ
保

護
セ

ン
タ

ー
」
で

保
護

増
殖

を
開

始
。

　
野

生
絶

滅

【
 1

9
9
0
年

　
（
平

成
 2

年
）
】

【
 2

0
0
0
年

　
（
平

成
1
2
年

）
】

【
 2

0
1
0
年

　
（
平

成
2
2
年

）
】

【
 1

9
8
0
年

　
（
昭

和
5
5
年

）
】

東
京

都
多

摩
動

物
園

か
ら

中
国

産
1
羽

を
借

用
、

豊
岡

産
と

ペ
ア

リ
ン

グ
に

成
功

し
産

卵
に

至
る

が
孵

ら
ず

豊
岡

で
捕

獲
後

に
飼

育
さ

れ
て

い
た

国
産

最
後

の
個

体
が

、
「
コ

ウ
ノ

ト
リ

飼
育

場
」
で

死
亡

　
　

国
産

コ
ウ

ノ
ト

リ
絶

滅

コ
ウ

ノ
ト

リ
が

「
国

内
希

少
野

生
動

植
物

種
（
種

の
保

存
法

）
」
に

指
定

さ
れ

る

　
ト

キ
は

、
昭

和
9
年

（
1
9
3
4
年

）
の

段
階

で
「
天

然
記

念
物

」
に

種
指

定
。

但
馬

コ
ウ

ノ
ト

リ
保

存
会

が
「
愛

の
拠

金
運

動
」
を

開
始

　
　

巣
よ

り
卵

を
採

取
し

人
工

孵
化

を
試

み
る

が
失

敗

県
が

「
コ

ウ
ノ

ト
リ

飼
育

場
（
現

・
保

護
増

殖
セ

ン
タ

ー
）
」
を

設
置

し
、

保
護

増
殖

を
開

始
　

1
ペ

ア
を

捕
獲

後
2
羽

と
も

死
亡

す
る

神
戸

市
立

王
子

動
物

園
か

ら
中

国
産

コ
ウ

ノ
ト

リ
3
羽

を
借

用
し

、
日

本
産

と
ペ

ア
リ

ン
グ

を
試

み
成

功
す

る
が

、
幼

鳥
は

得
ら

れ
ず

に
終

わ
る

試
験

放
鳥

最
終

年
度

。
放

鳥
お

よ
び

繁
殖

個
体

の
計

2
8
羽

が
国

内
で

野
生

生
存

『
　

豊
岡

の
コ

ウ
ノ

ト
リ

　
』
　

と
　

『
　

佐
渡

の
ト

キ
　

』
　

の
野

生
復

帰
に

至
る

保
護

活
動

の
推

移

コ
ウ

ノ
ト

リ
　

《
　

豊
　

岡
　

》
ト

　
キ

　
《
　

佐
　

渡
　

》

　
江

戸
時

代
ま

で
は

全
国

に
生

息
記

録
が

見
ら

れ
る

が
、

明
治

初
年

（
1
8
6
8
年

）
か

ら
の

銃
猟

解
禁

に
よ

る
捕

獲
が

進
み

、
明

治
4
1
年

（
1
9
0
8
年

）
の

狩
猟

法
改

正
で

保
護

鳥
に

指
定

さ
れ

る
頃

ま
で

に
、

全
国

各
地

で
急

速
に

姿
を

消
す

。

　
江

戸
時

代
ま

で
は

全
国

に
生

息
記

録
が

見
ら

れ
る

が
、

明
治

初
年

（
1
8
6
8
年

）
か

ら
の

銃
猟

解
禁

に
よ

る
捕

獲
が

進
み

、
明

治
4
1
年

（
1
9
0
8
年

）
の

狩
猟

法
改

正
で

保
護

鳥
に

指
定

さ
れ

る
頃

ま
で

に
、

全
国

各
地

で
急

速
に

姿
を

消
す

。

年
　

　
代

【
 1

9
5
0
年

　
（
昭

和
2
5
年

）
】

【
 1

9
6
0
年

　
（
昭

和
3
5
年

）
】

【
 1

9
7
0
年

　
（
昭

和
4
5
年

）
】

◆
表

中
の

Ⅰ
～

Ⅴ
期

の
各

期
と

の
対

応

Ⅱ
期

～
Ⅲ

期

Ⅲ
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Ⅴ
期

表 2-5-1(1) 



 2-5-3

 

 

表 2-5-1(2) 



 2-5-4

 

 

 

 

図 2-5-1(1) 



 2-5-5

図 2-5-1(2) 



 2-5-6

◆水田域における採餌環境整備 

■ 水田環境施策の目的                                         

 
 
 
 

■ 水田環境対策の 3本柱                       

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■県および市独自の支援事業例(cf.兵庫県・豊岡市)   
●対策１と２を主とした支援事業 

１． コウノトリ・トキの餌となる“水生動物の豊かな水田”づくり 

２． 野生の生きものの存在が象徴する“安全・安心でおいしいブランド米”づくり 

対策１ 農薬・化学肥料への対応 
（１）農薬  ①無農薬タイプ 栽培期間中無使用（cf豊岡、佐渡） 

②減農薬タイプ (cf.豊岡：7.5割減、佐渡：5割以上減) 
（２）化学肥料 ①不使用タイプ 栽培期間中不使用（cf.豊岡、佐渡） 

②減使用タイプ (cf.佐渡：5割以上減) 

対策２ 水管理の多様化 
（１）早期湛水 ：水深約 5cm、雑草抑制等（２）深水管理：水深約 8cm、主にヒエ抑制等 
（３）中干し延期：水生動物の成長促進等 （４）冬期湛水：水深約 5cm、水生動物の越冬等 

cf.コウノトリと共生する水田自然再生事業（兵庫県.平成 15年～） 
            ①常時湛水・中干し延期稲作型、②転作田ビオトープ型（非稲作） 

対策３ 水系のつながりと餌動物の生息場づくり 
（１）水田内   深場・中干し期逃げ場（生きもの安全安心場所、江） 
（２）水田・水路   水田魚道（ハーフコーン型、波付きポリエチレン型、半丸太スロープ型） 
（３）水路    水路底深場、水路底蛇行、水路内魚巣、水路壁スロープ、隠れ場所 
（４）休耕田    ビオトープ水田（水張り、草繁茂防止のための耕起） 

事業名 事業概要 事業費(千円) 合計(千円)

県 1,993

市 1,993

県 3,075

市 3,075

県 2,700

市 0

県 2,160

市 0

県 2,800

市 2,800

県 3,100 6,200

市 3,100 (H19年度分)

魚類生息区域モデル
実証事業　H19～21

生き物逃げ場所（3箇所）
魚巣設置 (4箇所)
魚道設置（6箇所）

地域環境保全創造活動推進事業
H15～H16

魚道設置 (63箇所) 3,986

コウノトリ野生復帰生息拠点
整備支援事業　H15～H16

魚道設置 (13箇所) 6,150

生き物安全安心場所づくり
事業　H16

生き物逃げ場設置
(７箇所)

魚道設置 (6箇所)
2,700

生態系保全型排水路事業
H17 魚巣設置 (6箇所) 2,160

コウノトリ放鳥拠点
環境整備事業　H18～19

段差解消（3箇所）
魚巣設置 (3箇所)
魚道設置（9箇所）

5,600

営農活動（共同活動の実施地区内）水田交付金額：6,000円/10a＋1地区 20万円 

● 交付要件 
①『化学肥料と化学合成農薬の使用の５割低減』等に取り組むこと。 
②エコファーマーの認定を受けること。 
③ 地域で一定のまとまりをもって取り組むこと。 

営農活動の内、環境負荷低減の方法のひとつとして、『不耕起（浅水代かき

可）かつ冬期湛水』の対策メニューの実施が可能 

共同活動 水田交付額：4,400円/10a 

● 交付要件 
① 基礎部分：施設の維持保全のための活動 
② 誘導部分 

2-1.農地・水向上対策：施設の長寿命化につながる活動 
2-2.農村環境向上対策：生態系・景観保全に資する活動 
       →農村環境向上対策で『水田魚道』の設置が可能

●対策３を主とした支援事業 

適用 

適用 

適用 

 ｃ ｆ.
コウノトリと共生する水田自然再生事業・ビオトープづくり事業（平成15～19年度、平成20年度～）

水田管理委託タイプ（兵庫県・豊岡市）

（１）常時湛水・中干し延期稲作型 ●要件 ●委託料（10a当たり）

冬期常時湛水
・40,000円－県・市が50%ずつ負担
　　　　　　　　H15～H19

中干し延期
・7,000円－市が全額負担
　　　　　　　　H20～

※「コウノトリ育む農法」の認定要件に対応

（２）転作田ビオトープ型（非稲作）

無農薬
・54,000円－県・市が50%ずつ負担
　　　　　　　　H15～H19

常時湛水
・27,000円－県・市が50%ずつ負担
　　　　　　　　H20～

※ビオトープ水田とも呼ばれる

・同一用排水系で概
ね1ha以上の団地が
確保される

・３年以上の継続

http://www.maff.go.jp/kanto/ 
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【水田域におけるコウノトリ・トキ採餌環境の整備事例と効果】  

 
 
 
■冬期湛水田の実施 

湿田で採餌するトキ（1960 年代） 
http://www.maff.go.jp/j/nousin/noukan/satoti_ta/index.html 

新潟県佐渡市（旧新穂村）の冬期湛水田（2006） 
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【冬季の湛水状況とドジョウの生息密度】
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【ドジョウの生息密度（江の有無、設置位置による比較）】 
※各施策の実証調査の結果は、日本生態学会第 56 回全国大会 (2009）「トキのエサ場づくりマップの実践と定着 」北陸農政局からの提供資料を転載

【水田魚道設置による水田内のドジョウ生息量の変化（H19-H20）】

冬期湛水することによって、冬

期だけではなく四季を通じて

水田のドジョウ密度が上昇 

水田内に年間を通

した湛水域（江）

をつくることでド

ジョウの生息密度

が上昇 

→ただし、排水路

と江が接続されて

いることが重要 

水田魚道により、排水路と水田を接続すると春～夏期にかけてのドジョウの 

生息密度が倍増。特に、休耕田を利用した水田ビオトープにおいて、その結果

が顕著に確認されている。 

■江（水田内湛水域）の設置 
■水田魚道の設置 

■水田周辺における採餌環境整備事例とその効果 
佐渡市では、農林水産省北陸農政局によってトキの餌場としての水田環境の利用と価値を向上させるための取り組みが行われており、その採餌環境効果が検証されている。 


